
仲間の諸要求実現の為に
支部一丸となって拡大行動展開を！本部・

８月２０日～

９月９日迄
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組
織
減
少
か
ら
増
加
へ

各
支
部
大
会
で
誓
い
あ
う

県
下
十
五
支
部
は
、
建
設
長

崎
第
六
十
三
回
定
期
大
会
を
受

け
、
八
月
二
十
日
の
東
長
崎
支

部
を
始
め
に
、
九
月
九
日
の
島

原
支
部
ま
で
支
部
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
部
を
代
表
し
て
、
相
川
哲

男
新
執
行
委
員
長
は
「
私
た
ち

を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
建
設
業

は
勿
論
の
こ
と
、
国
内
の
景
気

は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
を
始
め

と
し
た
物
価
の
上
昇
な
ど
、
庶

民
の
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か

り
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
の

諸
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

も
数
の
力
は
重
要
で
す
。
組
織

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
各

支
部
に
お
い
て
も
強
化
し
て
ほ

し
い
。
同
様
に
与
野
党
逆
転
の

た
め
、
組
合
の
推
薦
議
員
に
つ

い
て
は
組
合
員
み
な
さ
ん
の
応

援
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
賃
金
と
仕
事
確
保
を
連
動

さ
せ
た
運
動
も
大
き
な
課
題
と

し
て
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
推
薦

議
員
か
ら
も
、
お
礼
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
う
け
ま
し
た
。

各
支
部
と
も
、
各
種
功
労
者

表
彰
や
健
康
優
良
家
庭
表
彰
の

あ
と
、
議
事
と
し
て
、
平
成
十

九
年
度
支
部
活
動
経
過
報
告
・

支
部
会
計
決
算
報
告
を
行
い
、

平
成
二
十
年
度
支
部
活
動
方
針

の
中
で
組
織
拡
大
三
五
〇
名
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
年

間
拡
大
目
標
を
設
定
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
平
成
二
十
年
度
支
部

会
計
予
算
（
案
）
提
案
の
あ
と
、

平
成
二
十
年
度
の
支
部
三
役
を

始
め
、
執
行
委
員
や
分
会
長
等

の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
八
、
〇
〇
〇
名
復
元
へ
の

足
固
め
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の

組
織
減
少
を
抑
え
る
た
め
分
会

班
の
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
と

団
結
を
強
化
し
、
組
織
拡
大
を

具
体
的
に
図
る
た
め
、
支
部
別

拡
大
目
標
数
の
設
定
や
訪
問
行

動
日
等
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

各支部とも拡大目標達成に向けて
まずは秋期拡大から取り組みます。
未加入者の紹介をお願いします。

平成２０年

秋期拡大行動期間→１０月～１１月
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印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234

建設長崎組合員・家族慰安
大運動会開催のお知らせ
と き ２０年１０月１９日� 午前１０時開会
ところ 琴海北部グラウンド

長崎市琴海大平町

平平成成2200年年度度支支部部大大会会開開催催さされれるる
（（組組合合のの活活性性化化をを図図りり、、組組織織拡拡大大・・内内部部強強化化をを実実現現ししよようう！！））

秋期拡大行動展開中

仲仲間間のの諸諸要要求求実実現現のの為為にに
本本部部・・支支部部一一丸丸ととななっってて拡拡大大行行動動展展開開をを！！

各支部拡大目標
（秋期）

中 央 １５名
大 浦 １０名
市 南 １５名
東長崎 １５名
浦上西 ２５名
浦上東 １０名
西 彼 ２０名
諫 早 ２５名
大 村 １５名
島 原 １５名
佐世保中央 ３０名
佐世保東 ２０名
佐世保北 ２０名
北 松 １５名
平 戸 １０名
合 計 ２６０名 宣伝カーでの街宣行動実施中
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各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
さささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

一
、〇
七
六
名
が
出
席

各
支
部
で
は
建
設
長
崎
第
六
十
三
回
定
期
大
会
終
了
後
、
八
月
二
十
日
の
東
長
崎
支
部
大
会
を
皮

切
り
に
県
下
十
五
支
部
が
各
々
、
九
月
九
日
迄
に
支
部
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
大
会
で
は
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
の
為
に
も
積
極
的
拡
大
行
動
に
組
織
拡
大
・
内
部
強
化
と
仕
事
確
保
を
最
重

点
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
。
ま
た
、
新
役
員
に
つ
い
て
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
組
合

員
・
主
婦
会
な
ど
全
体
で
一
、
〇
七
六
名
で
し
た
。

●
中
央
支
部

開
催
日

九
月
一
日
�

会

場

長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館

参
加
者

九
十
九
名

支
部
長

坂
口

忠
義（
左
官
）

副
支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

〃

手
水

鐵
吉（
大
工
）

〃

樋
口

正
人（
大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

本
多

常
秋（
型
枠
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

●
佐
世
保
北
支
部

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

中
里
・
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
九
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

●
東
長
崎
支
部

開
催
日

八
月
二
十
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

牧
島

貢（
大
工
）

副
支
部
長

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

井
手

貞
夫（
左
官
）

〃

長
野

末
廣（
大
工
）

〃

里

澄
宏（
大
工
）

書
記
長

尾
崎

和
利（
専
従
）

●
浦
上
西
支
部

開
催
日

九
月
二
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

八
十
九
名

支
部
長

古
川

勝（
左
官
）

副
支
部
長

村
岡

広
明（
左
官
）

〃

山
口

好
行（
大
工
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

河
上

茂（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

●
大
村
支
部

開
催
日

八
月
二
十
六
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

八
十
五
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通（
建
設
事
務
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

中
尾

政
男（
大
工
）

〃

緒
方

末
広（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也（
専
従
）

●
諫
早
支
部

開
催
日

八
月
二
十
九
日
�

会

場

諫
早
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

八
十
七
名

支
部
長

高
谷

義
信（
大
工
）

副
支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

〃

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

●
大
浦
支
部

開
催
日

八
月
二
十
二
日
�

会

場

大
浦
公
民
館

参
加
者

四
十
九
名

支
部
長

田
上

義
高（
大
工
）

副
支
部
長

平
山

正
則（
大
工
）

〃

北
村

五
男（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉（
硝
子
工
）

〃

竹
崎

初
雄（
大
工
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

担
当
補
佐

原
田

恒
久（
専
従
）

●
佐
世
保
中
央
支
部

開
催
日

八
月
二
十
一
日
�

会

場

農
協
会
館

参
加
者

七
十
三
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

末
竹

義
隆（
大
工
）

〃

川
畑

章（
造
園
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

●
西
彼
支
部

開
催
日

九
月
三
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

参
加
者

一
〇
〇
名

支
部
長

尾
崎

由
盛（
大
工
）

副
支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

〃

松
林

満
男（
左
官
）

〃

石
橋

洸（
建
具
工
）

〃

井
手

保（
左
官
）

書
記
長

城
下

大
輔（
専
従
）

●
佐
世
保
東
支
部

開
催
日

九
月
八
日
�

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

八
十
名

支
部
長

丸
田

勉（
大
工
）

副
支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

〃

長
島

則
行（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸（
左
官
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

稔（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

●
市
南
支
部

開
催
日

八
月
二
十
五
日
�

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

四
十
三
名

支
部
長

中
島

直
人（
大
工
）

副
支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

〃

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

〃

松
浦

良
二（
左
官
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹（
専
従
）

●
島
原
支
部

開
催
日

九
月
九
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
七
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

〃

菅

進（
大
工
）

〃

町
田

清
人（
大
工
）

書
記
長

尾
�

和
利（
専
従
）

●
北
松
支
部

開
催
日

八
月
二
十
八
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

六
十
一
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

北
村

久（
大
工
）

〃

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

●
平
戸
支
部

開
催
日

八
月
二
十
七
日
�

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
五
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英（
大
工
）

〃

岡
田

眞（
大
工
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範（
専
従
）

●
浦
上
東
支
部

開
催
日

九
月
五
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

五
十
七
名

支
部
長

田
中

秀
則（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一（
大
工
）

〃

杉
山

達
美（
左
官
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸（
専
従
）

新
役
員
が
決
定
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被被
爆爆
６６３３
年年

原原
爆爆
殉殉
難難
者者
慰慰
霊霊
祭祭

八
月
八
日
、
建
設
長
崎
労
働

者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

が
、
原
爆
公
園
内
の
「
不
戦
平

和
の
塔
」
前
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

慰
霊
祭
に
は
、
各
支
部
よ
り

代
表
者
の
方
が
参
加
。
ま
た
、

全
建
総
連
の
各
組
合
・
県
連
か

ら
も
参
列
頂
き
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
十

一
時
二
分
に
合
わ
せ
て
、
参
列

者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、

全
建
総
連
の
古
市
書
記
長
、
広

島
建
労
の
安
元
執
行
委
員
長
、

建
設
長
崎
の
相
川
委
員
長
が
そ

れ
ぞ
れ
代
表
で
献
花
を
行
い
ま

し
た
。

続
い
て
、
長
崎
県
下
十
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
の
献
水
と
平
和
の
祈
り

を
込
め
て
折
ら
れ
た
折
鶴
十
五

万
三
千
百
六
十
三
羽
の
献
納
が

各
代
表
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

慰
霊
の
言
葉
と
し
て
全
建
総

連
の
古
市
書
記
長
は
「
世
界
に

誇
る
平
和
憲
法
の
理
念
を
再
確

認
し
、平
和
な
世
界
の
実
現
、核

廃
絶
と
平
和
憲
法
の
遵
守
に
向

け
て
全
力
で
闘
う
」と
、建
設
長

崎
の
相
川
委
員
長
は
「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
核
兵
器
の
な
い
平

和
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
」
と
そ
れ
ぞ
れ
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
原
爆
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で
は
、
今
年
も
平
和

運
動
の
一
環
と
し
て
、
八
月
九
日

の
原
爆
の
日
、
水
を
求
め
て
息
途

絶
え
た
犠
牲
者
を
し
の
ぶ
『
浦
上

川
万
灯
流
し
』
に
、
原
爆
殉
難
者

慰
霊
奉
賛
会
や
城
山
連
合
自
治
会

等
と
協
賛
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

夕
方
の
午
後
五
時
よ
り
組
合

員
・
主
婦
会
・
書
記
局
が
集
合
し

井
形
を
組
ん
だ
後
、
城
山
地
区
の

子
ど
も
ら
が
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
言
葉
や
絵
を
描
い
た
万
灯
約

七
〇
〇
個
が
取
り
付
け
ら
れ
、
川

沿
い
に
並
べ
ら
れ
た
万
灯
と
、
合

わ
せ
て
二
、
〇
〇
〇
個
が
川
面
を

揺
ら
し
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
川
下
に
流
れ
て
い

く
万
灯
の
明
り
を
見
な
が
ら
、
原

爆
殉
難
者
の
慰
霊
と
平
和
を
守
り

核
の
廃
絶
を
願
い
ま
し
た
。

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

慰霊の言葉を述べる全建総連古市書記長折り鶴の献納をする荒木主婦会会長

代表献花を行う相川委員長
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型
枠
支
保
工
作
業
主
任
者
講
習
会
の
ご
案
内

型
枠
支
保
工
作
業
主
任
者
講
習
会
の
ご
案
内

型
枠
支
保
工
作
業
主
任
者
講
習
会
の
ご
案
内

地

区

日

程

会

場

県
北
地
区

平
成
二
十
年
十
月
二
十
三
日
�

〜
十
月
二
十
四
日
�

午
前
九
時
〇
〇
分
〜
午
後
五
時
〇
〇
分

（
受
付
開
始
午
前
八
時
三
〇
分
よ
り
）

建
設
長
崎
県
北
総
合
会
館

佐
世
保
市
大
黒
町
五
三
四
―
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五
六
―
三
二
―
三
二
〇
〇

基準内容
保険期間が、今期決算日を含む１年間以上の契約であること。
休業補償限度額
３千円／１日以上 ５点
５千円／１日以上 １０点
格付けする全業種

検討項目
�評価方法
�加算点

�加算業種

� 法定外労働災害補償制度の加入者

基準内容
�保険期間が、今期決算日を含む１年間以上の契約であること。
�原則、保険期間中のすべての工事を保険対象とするものであること。
�工事中及び工事に起因した対人・対物事故を対象とし、下請負人も含むこと。
補償限度額
５千万円以上 ５点 １億円以上 １０点
格付けする全業種

検討項目
�評価方法

�加算点

�加算業種

� 第三者賠償責任保険の加入者

労働保険に加入しましょう労働保険に加入しましょう労労働働保保険険にに加加入入ししままししょょうう

長
崎
県
は
県
庁
舎
建
設
問
題

で
大
き
く
揺
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
の
地
元
商
店
街
が
庁
舎

の
移
転
に
反
対
の
態
度
を
表
明

し
、
大
き
な
横
断
幕
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

問
題
が
大
き
く
な
れ
ば
、
論

点
が
微
妙
に
ず
れ
て
、
単
な
る

感
情
の
行
き
違
い
？
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
意
見
も
飛
び
出
し
て

来
ま
す
。

県
庁
舎
の
問
題
に
は
、
ま
だ
、

こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
を
見
越

し
た
提
案
が
、
理
事
者
か
ら
出

さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
の
県
庁
舎

敷
地
を
ど
う
す
る
か
の
提
案
も

な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
論

議
を
飛
び
越
え
た
話
が
先
行
す

る
こ
と
は
避
け
た
い
と
考
え
て
、

私
な
り
の
考
え
を
表
明
す
る
の

は
控
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
庁
舎
は
建
て
替

え
な
く
て
い
い
論
。
耐
震
補
強

で
十
分
だ
論
。
な
ど
が
飛
び
交

い
。
さ
ら
に
は
、
移
転
予
定
先

へ
の
中
傷
な
ど
が
飛
び
交
い
、

泥
沼
化
し
か
ね
な
い
状
況
を
見

て
、
こ
こ
で
若
干
の
私
見
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

建
て
替
え
不
要
論
や
耐
震
補

強
で
十
分
論
は
、
建
築
の
常
識

を
踏
ま
え
て
い
な
い
論
で
す
。

物
に
は
必
ず
耐
用
年
数
が
あ
り

ま
す
、
必
ず
何
時
か
は
壊
れ
ま

す
。
石
灰
と
砂
と
砂
利
、
そ
れ

と
鉄
筋
で
出
来
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
は
、
永
遠
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
般
に
六
十
五
年
が

耐
用
年
数
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
庁
舎
は
既
に
五
十
五
年
を

経
過
し
て
い
ま
す
。
引
き
算
を

し
ま
す
と
後
十
年
で
す
。
耐
震

補
強
を
す
れ
ば
耐
用
年
数
が
伸

び
る
の
で
は
？

淡
い
期
待
で

す
。
耐
震
補
強
と
耐
用
年
数
は

全
く
の
別
物
で
、
本
体
の
県
庁

舎
の
耐
用
年
数
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
耐
用
年
数

を
無
視
し
た
論
議
は
、
否
定
さ

れ
ま
す
。
県
庁
舎
は
建
て
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
な
り

ま
す
。

ま
ず
魚
市
跡
地
の
地
盤
に
つ

い
て
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「
魚
市
跡
地
は
軟
弱
で
、
地

震
に
弱
い
地
盤
で
あ
る
？
」

「
埋
立
地
は
液
状
化
現
象
が
起

き
て
土
地
が
づ
た
づ
た
に
な

る
？
」「
海
岸
近
く
は
津
波
の

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

る
？
」

こ
れ
は
魚
市
跡
地
を
否
定
す

る
人
達
の
意
見
で
す
。

�
魚
市
跡
地
は
軟
弱
地
盤
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
長
崎
市
の
地
下

に
は
、
巨
大
な
岩
盤
プ
レ
ー
ト

が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
夢
彩
都

や
Ａ
Ｍ
Ｕ
プ
ラ
ザ
等
、
最
近

建
っ
た
新
耐
震
建
築
物
の
構
造

計
算
で
も
、
地
下
一
六
メ
ー
ト

ル
に
広
が
る
大
き
な
岩
盤
に
基

礎
を
固
定
す
る
こ
と
に
よ
り
耐

震
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

魚
市
跡
地
も
約
二
〇
メ
ー
ト

ル
地
下
に
岩
盤
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
基
礎
を
固
定
す

る
こ
と
に
よ
り
強
固
な
地
盤
と

な
り
ま
す
。

�
液
状
化
の
被
害
に
つ
い
て
。

埋
立
地
は
一
部
に
は
液
状
化
被

害
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
今
の
土
木
技
術
で
は
、
そ

の
影
響
を
排
除
す
る
技
術
は
十

分
に
発
達
し
て
い
ま
す
。
数
十

年
昔
の
液
状
化
被
害
と
同
じ
こ

と
が
今
起
こ
る
よ
う
な
土
木
工

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
液
状
化
被

害
の
可
能
性
が
あ
る
地
点
を
事

前
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
被

害
発
生
の
可
能
性
は
最
小
限
に

止
め
ら
れ
ま
す
。

�
津
波
の
被
害
に
つ
い
て
。
長

崎
は
津
波
の
影
響
？
で
水
位
が

一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
程
度

上
昇
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

被
害
ら
し
い
被
害
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

は
長
崎
の
港
が
立
地
す
る
状
況

を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
伊
王

島
や
香
焼
島
が
天
然
の
防
波
堤

と
な
り
、
長
崎
の
港
を
津
波
か

ら
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
疑
問
に

思
う
方
は
、
長
崎
の
地
図
を

じ
っ
く
り
と
見
れ
ば
納
得
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

県
は
津
波
の
被
害
の
心
配
に

対
応
す
る
た
め
に
、
地
盤
を
一

メ
ー
ト
ル
以
上
か
さ
上
げ
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
に
よ
り
、
魚
市
跡
地

の
心
配
も
解
消
し
ま
し
た
。

私
見
で
す
が
長
崎
の
名
前
の

起
こ
り
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
「
な
ー
ん
か
先
」
市
役
所

か
ら
県
庁
舎
に
か
け
て
は
、
海

に
突
き
出
た
細
長
い
岬
だ
っ
た

か
ら
と
一
説
で
は
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

最
初
に
長
崎
の
町
を
開
い
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
そ
の
岬
の

先
端
に
教
会
を
建
て
、
シ
ン
ボ

ル
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
秀

吉
の
禁
教
令
に
よ
り
教
会
は
跡

形
も
な
く
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た

が
、
江
戸
幕
府
は
シ
ン
ボ
ル
的

建
物
と
し
て
奉
行
所
を
建
て
ま

し
た
。
長
崎
に
は
江
戸
町
と
立

山
に
二
か
所
も
奉
行
所
が
あ
っ

た
ん
で
す
。

幕
末
に
は
動
乱
の
舞
台
に
長

崎
も
置
か
れ
ま
し
た
が
、
近
代

文
化
の
唯
一
の
窓
口
と
し
て
、

長
崎
は
光
り
輝
き
、
長
崎
海
軍

伝
習
所
な
ど
諸
外
国
の
文
化
や

知
識
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
機

関
が
設
け
ら
れ
、
勝
海
舟
や
坂

本
龍
馬
、
岩
崎
弥
太
郎
な
ど
そ

う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
活
躍

し
た
町
で
し
た
。

そ
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
が

県
庁
舎
の
場
所
で
す
。

今
の
長
崎
は
、
製
造
業
が
落

ち
込
み
、
経
済
浮
揚
の
糸
口
も

全
く
見
え
ず
県
民
の
生
活
も
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

県
庁
舎
の
眼
下
に
は
、
長
崎

市
が
復
元
計
画
を
立
て
た
出
島

が
往
時
の
姿
を
見
せ
始
め
て
い

ま
す
、
復
元
さ
れ
た
江
戸
時
代

で
す
。
こ
れ
に
、
今
の
県
庁
舎

の
前
身
で
あ
る
奉
行
所
と
海
軍

伝
習
所
の
復
元
を
合
体
さ
せ
る

な
ら
、
長
崎
観
光
に
お
け
る
最

大
の
見
所
と
な
る
の
は
い
う
を

待
ち
ま
せ
ん
。

今
の
県
庁
舎
の
回
り
に
は
、

江
戸
時
代
の
石
垣
が
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
一
番
輝
い
て
い
た
長
崎

の
町
に
、
そ
の
時
代
の
遺
産
が

残
さ
れ
て
い
な
い
町
、
い
っ
せ

い
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

町
、
今
、
美
し
い
町
を
取
り
戻

す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

県
庁
の
跡
地
に
は
、
江
戸
時

代
を
復
元
さ
せ
、
新
し
い
観
光

の
目
玉
と
し
て
、
長
崎
の
活
性

化
を
図
る
。
そ
の
こ
と
が
、
長

崎
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
長
崎

県
民
の
活
力
を
生
み
、
経
済
浮

揚
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
得
る

と
考
え
ま
す
。

た
だ
し
、
県
庁
舎
の
建
設
工

事
は
一
〇
〇
％
地
場
企
業
が
施

工
出
来
る
体
制
作
り
を
行
う
こ

と
。
せ
っ
か
く
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
、
県
内
活
性
化

に
寄
与
す
べ
き
で
す
。

型型
枠枠
支支
保保
工工
作作
業業
主主
任任
者者
講講
習習
会会
のの
ごご
案案
内内

１
、
開
催
日
及
び
会
場

２
、
取
得
す
る
資
格

型
枠
支
保
工
作
業
主
任
者

（
修
了
証
交
付
）

３
、
受
講
資
格

�
該
当
す
る
作
業
で
三
年
以

上
の
経
験
が
あ
る
者
。

�
高
校
以
上
の
学
校
で
、
そ

の
作
業
に
関
連
す
る
科
目

を
履
修
し
、
卒
業
し
て
二

年
以
上
の
経
験
の
あ
る
者
。

４
、
講
習
科
目

イ
、
作
業
方
法
に
関
す
る

知
識

ロ
、
工
事
用
設
備
、
機
械
、

器
具
、
作
業
環
境
等

に
関
す
る
知
識

ハ
、
作
業
者
に
対
す
る
教

育
等
に
関
す
る
知
識

ニ
、
関
係
法
令

５
、
講
習
料

建
設
長
崎
組
合
員

六
、
〇
〇
〇
円

組
合
員
以
外

八
、
〇
〇
〇
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

６
、
受
付
方
法

講
習
日
の
五
日
前
迄
に
各
支

部
に
お
い
て
受
付
。
写
真
二

枚
（
サ
イ
ズ
二
・
五
�
〜
×

三
・
〇
�
）

専
門
学
院
で
他
の
作
業
主
任

資
格
を
有
し
、
主
任
者
手
帳
が

あ
る
者
は
提
出
の
こ
と
。

※

建
設
長
崎
で
発
行
し
て
い

る
主
任
者
手
帳
の
提
出
は

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

受
講
希
望
者
十
名
以
下
の

場
合
は
、
延
期
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
建
設

技
術
専
門
学
院
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五
―
八
六
一
―

九
二
六
一

担
当

相
川

経経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営営審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査時時時時時時時時時時時にににににににににににおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるる主主主主主主主主主主主観観観観観観観観観観観点点点点点点点点点点点数数数数数数数数数数数事事事事事事事事事事事項項項項項項項項項項項ののののののののののの追追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加加にににににににににににつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいててててててててててて
長崎県内においては、作業員の高齢化や経費節減に伴う安全対策の未整備により、

建設工事現場で発生する労働事故や公衆事故が増加傾向にあることなどから、法定外
保険等に加入促進することで被災者の保護や労働福祉の向上を図るために、下記の２
つの保険のいずれか、または両方の保険に加入している建設業者に対し、平成２１年度
から主観点数を付与することになりました。

� 届出について
�提出期間 平成２０年１０月１日�～平成２０年１１月１４日�
�申請用紙の入手方法 県ホームページより

http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/˜kensetugyo/syukanten.htm
�提出先及びお問い合わせ先

長崎県土木部監理課建設業指導班
長崎市江戸町２－１３（電話０９５－８９４－３０１５直通）

�その他の項目（CPDSや障害者・新規学卒者雇用など）は、従来どおり

労労働働保保険険にに加加入入ししままししょょうう
１０月－労働保険適用促進月間－

平成２０年度キャッチコピー

一人でも雇ったら、必ず入るもの。
それは「労働保険」です！

労働者を一人でも雇用する事業主は、法律により労働保険への加
入が義務づけられています。
労働保険とは、「労災保険」と「雇用保険」を総称した制度で、

労働者が業務通勤災害の際の災害補償等労働者の保護や失業した場
合の失業給付等のための制度です。
また、事業主に対しては雇用促進、雇用の安定を図る等のための

各種助成金制度があります。
事務手続きは、［労働保険事務組合］または［社会保険労務士］

を通じて加入することもできます。
詳細については、下記へお尋ねください。

長崎労働基準監督署（適用係）（TEL８４６－６３８６）
長崎公共職業安定所（適用係）（TEL８６２－８６４７）

県
議
会
だ
よ
り

１４

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

一般質問を行う金子県議
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海
岸
美
化
奉
仕
活
動

海海
岸岸
美美
化化
奉奉
仕仕
活活
動動

大
浦
支
部
で
は
、
八
月
二
十

三
日
�
に
、
戸
町
夏
祭
り

協
賛
の
住
宅
フ
ェ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
組
合
員
十
六
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
住
宅
相
談
や
、

無
料
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
、
子

供
木
工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

天
気
は
曇
り
で
、
暑
く
な
く

良
か
っ
た
ね
と
の
話
も
つ
か
の

間
、
途
中
か
ら
雨
が
降
り
だ
し

最
後
に
は
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

木
工
教
室
で
は
植
木
鉢
置
き
を

作
り
、
用
意
し
て
い
た
二
十
組

は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り

ま
し
た
。
小
学
生
が
お
母
さ
ん

に
あ
げ
る
ん
だ
と
嬉
し
そ
う
に
、

一
生
懸
命
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
で
は
、
包
丁
百
二
十

六
本
を
研
ぎ
、
来
て
い
た
だ
い

た
方
か
ら
は
「
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
相
川
委
員
長

を
は
じ
め
舩
津
副
委
員
長
、
金

子
常
任
顧
問
が
応
援
に
来
て

「
お
疲
れ
様
、
今
年
も
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
で
行
っ
て
お
り

年
々
包
丁
の
本
数
が
増
え
、
建

設
長
崎
と
言
う
名
前
が
浸
透
し

て
き
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
仕
事
確
保
に
繋
げ
て
い

け
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

（
原
田
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

田
上

義
高

北
村

五
男

平
山

正
則

諸
山

克
吉

竹
崎

初
雄

川
原
喜
久
雄

平
山

宏
三

安
達
九
州
男

竹
市

幸
信

鳥
田

時
治

池
田

輝
男

松
尾

哲
夫

梅
澤

利
久

相
川

政
敏

松
山

力
男

東
長
崎
支
部
は
、
八
月
二
十

四
日
に
戸
石
分
会
を
中
心

に
、
上
戸
石
公
民
館
で
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子
供
会

の
廃
品
回
収
の
活
動
と
重
な
り
、

今
回
か
ら
始
め
た
親
子
木
工
教

室
は
大
盛
況
、
メ
ニ
ュ
ー
も
多

彩
で
、
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
チ
ェ

ア
ー
・
植
栽
ミ
ニ
ポ
ッ
ト
入

れ
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
・
竹

と
ん
ぼ
・
木
の
香
コ
ー
ス

タ
ー
・
す
の
こ
・
ま
な
板
・
包

丁
砥
な
ど
、
中
で
も
人
気
は
、

竹
と
ん
ぼ
飛
ば
し
、
又
、「
植

栽
ミ
ニ
ポ
ッ
ト
入
れ
」
は
焼
杉

の
�
妙
案
�
を
披
露
、
名
前
や

ハ
ー
ト
、
果
物
や
星
の
マ
ー
ク

を
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
て
、
水
で

洗
っ
て
浮
き
出
し
た
模
様
を
見

て
、
子
供
た
ち
は
『
ワ
ァ
ー
、

ス
ゴ
〜
イ
』
と
大
喜
び
。

金
子
県
議
や
相
川
委
員
長
、

田
上
書
記
長
も
視
察
に
来
ら
れ

て
「
頑
張
っ
て
る
ね
」
と
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
頂
き
、
委
員
長

は
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
チ
ェ
ア
ー
を
、

書
記
長
は
ミ
ニ
ポ
ッ
ト
入
れ
を

製
作
体
験
し
て
頂
き
、
お
持
ち

帰
り
頂
き
ま
し
た
。

午
後
四
時
ご
ろ
に
終
了
し
、

今
回
の
反
省
と
親
睦
を
兼
ね
た

懇
親
会
で
最
後
を
締
め
て
、
残

暑
の
厳
し
さ
の
中
に
も
、
初
秋

の
風
を
感
じ
な
が
ら
住
宅
デ
ー

を
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
て

参
加
し
て
頂
い
た
組
合
員
さ
ん

も
大
変
で
し
た
が
、
プ
ロ
の
技

を
見
事
発
揮
し
て
頂
き
、
怪
我

も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
事
が

で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
牧
島

貢
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

牧
島

貢

岩
永

和
範

長
野

末
廣

里

澄
宏

井
手

貞
夫

木
下
千
代
蔵

寺
田

政
徳

竹
浦

昌
寿

鈴
木

弘
明

尾
崎

一
成

野
口

博
之

野
口

清
次

里

雄
二
郎

松
田

六
広

本
田

隆
彦

本
田

勇

庖庖庖庖庖庖庖庖庖庖庖丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁丁研研研研研研研研研研研ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
まままままままままままななななななななななな板板板板板板板板板板板削削削削削削削削削削削りりりりりりりりりりり

お
盆
迄
の
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
と
は
一
変
し
、
日
陰
に

入
る
と
清
々
し
い
風
が
吹
き
抜

け
る
心
地
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ

た
八
月
二
十
四
日
�
、
中
央
支

部
日
見
分
会
で
は
組
合
員
・
主

婦
会
合
わ
せ
て
二
十
七
名
の
参

加
で
、
芒
塚
公
民
館
に
於
い
て

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
見
分
会
の
住
宅
デ
ー
は
網

場
漁
協
前
と
芒
塚
公
民
館
で
毎

年
交
互
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

前
日
の
夕
方
に
は
分
会
役
員
を

中
心
に
周
辺
地
域
へ
の
案
内
チ

ラ
シ
の
配
布
や
、
当
日
も
主
婦

会
に
よ
る
街
宣
活
動
を
行
い
な

が
ら
地
域
住
民
へ
呼
び
か
け
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
う
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て
か

今
回
は
七
十
四
本
の
包
丁
研
ぎ

と
二
枚
の
ま
な
板
削
り
、
さ
ら

に
は
終
了
間
際
に
押
し
入
れ
用

ス
ノ
コ
の
特
注
が
あ
る
な
ど
、

ま
ず
ま
ず
の
盛
況
振
り
で
あ
り

ま
し
た
。

最
後
に
当
日
参
加
頂
き
ま
し

た
皆
さ
ん
、
お
蔭
様
で
ケ
ガ
や

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
賀
）

八
月
二
十
四
日
、
ま
だ
ま
だ

残
暑
が
厳
し
い
八
月
の
日

曜
日
、
市
南
支
部
で
は
、『
海

岸
美
化
奉
仕
活
動
』
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
朝
九
時
に
集
合
し
、

尾
上
海
岸
（
香
焼
）
と
岳
路
海

水
浴
場
（
蚊
焼
）
の
二
ヶ
所
で

の
実
施
。

組
合
員
、
主
婦
会
合
せ
て
二

十
二
名
の
方
が
朝
早
く
か
ら
参

加
、
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
年
は
台
風
も
来
て
い
な
い

為
か
、
あ
ま
り
ゴ
ミ
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
蓋
、
花

火
の
ゴ
ミ
、
包
装
の
ビ
ニ
ー
ル
、

ビ
ン
、
カ
ン
な
ど
集
め
て
み
る

と
、
ご
み
袋
二
十
袋
程
に
な
り

ま
し
た
。

一
時
間
程
で
作
業
が
終
わ
る

と
、
汗
を
拭
い
、
冷
た
い
飲
み

物
で
喉
を
潤
し
な
が
ら
談
笑
し

て
、
今
回
の
海
岸
美
化
活
動
は

終
了
し
ま
し
た
。

（
古
井
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

山
本

孝
義

伊
東

秀
政

内
野

幸
雄

手
水

鐵
吉

山
下

廣
造

坂
口

忠
義

川
原

亀
喜

森

千
尋

大
町

誠

釘
田

敦
弘

宇
土

満

西
村

忠
光

林

次
夫

石
橋

廣
喜

栗
田

芳
男

樋
口

正
人

田
森

勝

馬
渡

正
幸

太
田

俊
一

吉
田

一

馬
渡
ひ
ろ
こ

馬
場
ヒ
ロ
子

栗
田
み
ど
り

川
原

幸
枝

内
野

計
子

樋
口
須
磨
子

大
町
き
み
子

参
加
者
（
敬
称
略
）

中
島

直
人

山
本

秀
夫

松
浦

良
二

小
泉

雄
義

葛
島

俊
幸

江
崎

雪
夫

與
賀
田

均

山
崎
五
十
六

三
浦

実

木
村

寿
好

太
田

武
造

荒
木

貞
徳

山
口

和
俊

田
中

義
行

森

春
生

山
本

義
晴

中
島

善
明

今
田

邦
宏

小
松

満
喜

浜
崎

和
夫

田
中
由
美
子

武
次
十
三
江

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

大
浦
支
部

部支央中

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

日日見見分分会会

住
宅
デ
ー

毎月１回１５日発行 ２００８年（平成２０年）９月１５日発行建 設 長 崎第５１９号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



花火を堪能、花火を堪能、花花火火をを堪堪能能、、
納涼懇親会納涼懇親会納納涼涼懇懇親親会会

住住
みみ
よよ
いい
美美
しし
いい
街街
にに

子
供
の
家
で
木
工
教
室
指
導

子子
供供
のの
家家
でで
木木
工工
教教
室室
指指
導導

八
月
三
十
一
日
�
、
大
村
子

供
の
家
敷
地
内
に
お
い
て
、

青
年
部
主
催
に
よ
る
、
青
年
部

住
宅
デ
ー
（
大
村
子
供
の
家
奉

仕
活
動
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

青
年
部
の
継
続
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で
四

回
目
と
な
り
ま
す
。
小
学
一
年

生
か
ら
六
年
生
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
多
く
の
子
供

た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

作
品
は
「
写
真
立
て
」「
ピ
ン

ボ
ー
ル
台
」「
本
棚
」
で
、
子

供
た
ち
は
青
年
部
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
、
夏
休

み
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

四
年
目
に
も
な
る
と
、
子
供

た
ち
も
青
年
部
の
皆
の
顔
も
覚

え
て
お
り
、
す
っ
か
り
な
つ
い

て
い
ま
し
た
。
今
年
も
大
盛
況

で
し
た
の
で
、
来
年
も
子
供
た

ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
立
野
）

島
原
支
部
で
は
、
八
月
二
七

日
�
、
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大

会
に
あ
わ
せ
、
支
部
事
務
所
前

（
駐
車
場
）
で
納
涼
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

数
年
前
に
事
務
所
前
の
建
物

が
取
り
壊
さ
れ
、
打
ち
上
げ
ら

れ
る
花
火
の
絶
好
の
見
物
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
か

ら
、
青
年
部
が
企
画
・
立
案
し
、

支
部
全
体
を
巻
き
込
ん
で
の
懇

親
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
納
涼
懇
親
会
と
い
う

こ
と
で
、
組
合
員
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
を
何

台
も
据
え
付
け
、
焼
肉
と
焼
き

そ
ば
、
そ
し
て
生
ビ
ー
ル
を
メ

イ
ン
に
し
、
用
意
し
た
テ
ン
ト

の
中
で
は
、
子
供
に
大
人
気
の

か
き
氷
や
流
し
そ
ー
め
ん
、
ス

ピ
ー
ド
く
じ
を
こ
し
ら
え
、
ま

る
で
露
店
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

風
情
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
、

開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

組
合
員
・
家
族
百
十
七
名
の
参

加
で
、
曇
り
空
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
花
火
を
十
分
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
、
子
供
た
ち
に
は
、

夏
休
み
最
後
の
す
て
き
な
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

準
備
に
携
わ
っ
た
青
年
部
・

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
尾
崎
）

参
加
者
（
敬
称
略
）

高
取

征
治

副
島

俊
哉

伊
藤

一
廣

伊
藤

光
廣

井
手

伸
吾

前
田

悟
司

上
野

義
弘

福
田

通

二
階
堂
裕
也

石
川

浩
司

雄
鹿

俊
昭

中
尾

政
男

上
村

良
一

金
水

誠

副
島

具
己

琴琴
海海
・・
西西
彼彼
分分
会会
でで
開開
催催

西
彼
支
部
で
は
、
毎
年
恒
例

の
各
分
会
に
よ
る
『
住
宅

デ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
盆
明
け
の
八
月
十
七
日
�
、

琴
海
分
会
が
、
Ｊ
Ａ
村
松
・
長

浦
・
形
上
の
各
支
所
の
三
会
場

で
包
丁
研
ぎ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
恒
例
と
な
っ

た
包
丁
研
ぎ
に
、
朝
早
く
か
ら

お
客
さ
ん
が
こ
ら
れ
、
使
い
込

ま
れ
た
包
丁
を
一
本
一
本
丁
寧

に
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

終
了
間
際
、
受
け
取
っ
た
包

丁
が
見
当
た
ら
ず
探
す
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
見
つ

か
り
、
組
合
員
三
十
四
名
の
協

力
に
よ
り
三
四
一
本
の
包
丁
を

研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

翌
週
二
十
四
日
�
に
は
西
彼

分
会
が
Ｊ
Ａ
長
崎
西
彼
（
農
協

展
示
会
会
場
）
で
開
催
。

今
年
で
二
回
目
の
開
催
と
な

り
、
昨
年
と
同
じ
場
所
、
チ
ラ

シ
の
効
果
で
、
昨
年
よ
り
お
客

さ
ん
が
多
い
の
で
は
？
と
の
期

待
を
背
に
、
立
ち
寄
る
方
か
ら

は
「
知
っ
と
け
ば
持
っ
て
き
た

と
に
」
と
の
声
が
…
そ
ん
な
中
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
集
ま
っ

た
包
丁
を
手
に
、
時
間
を
か
け

丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
組
合
員
十
三
名
の
協

力
に
よ
り
、
五
十
一
本
の
包
丁

を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。（
城
下
）

浦
上
東
支
部
青
年
部
で
は
九

月
七
日
�
の
朝
九
時
か
ら

青
年
部
担
当
三
役
の
森
副
支
部

長
も
参
加
し
、「
清
掃
奉
仕
活

動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
の
九
月
十
六
日
に
第
一

回
目
を
実
施
し
て
か
ら
、
今
回

で
六
回
目
の
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
泉
町
公

園
や
支
部
事
務
所
前
の
昭
和
町

通
り
の
清
掃
を
実
施
し
て
き
た

の
で
す
が
、
や
は
り
タ
バ
コ
の

吸
殻
が
一
番
多
く
、
空
き
缶
・

紙
く
ず
・
お
菓
子
の
袋
、
大
き

い
と
こ
ろ
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
傘

な
ど
で
し
た
。

今
回
も
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
、

歩
道
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る

の
と
、
側
溝
の
中
、
溝
蓋
を
上

げ
て
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

歩
道
を
通
行
中
の
方
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
気
配
り
し
な
が

ら
、
約
二
時
間
心
地
よ
い
汗
を

流
し
、
ゴ
ミ
袋
三
袋
分
を
集
め
、

冷
た
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で

喉
を
潤
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
は
十
一
月
に
実
施
予
定
。

参
加
で
き
る
方
は
、
支
部
事
務

所
に
日
程
を
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

（
井
関
）

琴
海
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

参
加
者
（
敬
称
略
）

森

進

石
坂
福
次
郎

山
下

繁
昌

川
崎

康
夫

神
近

剛

井
手

吉
一

川
上

秋
芳

石
橋

洸

松
山

義
廣

岸
川
久
美
男

山
下

二
郎

今
里

正
吉

道
平

政
文

角
崎

豊

小
山

哲
男

小
野
田
国
夫

溝
口

安
廣

林

一
弘

山
中

茂

相
川

守

井
手

一
男

太
田

正
利

毛
利

初
実

岩
下

敏
昭

石
橋

忍

山
崎

春
雄

岳
本

吉
郎

徳
永

八
郎

平
瀬

賢
一

松
尾

孝

前
尾

辰
美

相
川

雅
彦

浦
添

朝
夫

山
崎

康
博

西
彼
分
会
住
宅
デ
ー
参
加
者

参
加
者
（
敬
称
略
）

入
江

隆
行

松
尾

博
幸

原
口

福
美

中
山

文
一

永
田

弘
保

永
田

弘
行

浦
富

幸
治

川
本

雅
彦

廣
川

朝
健

松
本

敏
弘

林

稔

田
崎

武
利

山
崎

好
則

参
加
者
（
敬
称
略
）

森

政
一

田
崎

順
一

佐
藤

正
知

北
山

薫

吉
田

光
夫

野
口

耕
平

森

正
輝

福
田

実

部支原島 大
村
支
部

部支東上浦

無
償
の
清
掃
奉
仕
活
動

西
彼
支
部

住
宅
デ
ー

青
年
部

花火を堪能、
納涼懇親会

青青年年部部
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